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Presettt situation of community support by managers Of care support specialsts
in home care support offices
―The recognition of rnanagers of care support specialists and care support speciaLsts一
Nobukazu TAKEDA
要 旨
本研究では,居宅介護支援事業所の主任介護支援専門員が果たす「事業所外 (地域)J
での役割,課題について,主任介護支援専門員と介護支援専門員の二者の認識を調査した,
調査票は210ヶ所に配布し,主任介護支援専門員の有効回答は119名(56.6%),介護支
援専門員の有効回答は98名(46.6%)であった。
主任介護支援専門員,介護支援専門員ともに「社会資源の開発」などの「事業所外 (地
域)」における役割は主任介護支援専門員にとって重要であると回答した。
このことから主任介護支援専門員が「事業所外(地域)Jを基盤に支援を展開しようとする認
識が明らかになった。
今後,地域包括ケアシステムを推進する上で「事業所外(地域)」における「社会資源の開
発」などの活動は重要性を増しており,その役割は介護支援専門員にも求められている。
介護支援専門員がその力量を高めるためにも,彼らの身近に存在する居宅介護支援事業
所の主任介護支援専門員による指導・助言が不可欠である,
Abstract
ln this study, recognition on the role and tasks required for Managers of Care Support
Specialists of Home Care Support Omce in“the outside of omce(community)"waS researched
among Managers of Care Support Speciahsts and Care Support Speciahsts.
The sul、アey shps were distributed to 210 spots, and the number of vald responses from
Managers of Care Support Specialists was l19(56.6%),while that from Care Support Specialists
was 98(46.6%)。
Both Specialsts answered that they thought the role such as  ``developing social resource" in
rthe outside of omce(community)″waS important for Managers of Care Support Specialists.
Froni the above,it、vas made clear that the Managers of Care Support Speciahsts recognized
expanding the support based on``the outside of office(community)''wOuld be their challenge.
In the future,act市ities hke“developing social resource"in rthe outside of omce(community)"
、ア11l be more importtant to promote the integrated community care systenl, and Care Support
Speciahsts are also required to play the role.
To improve their capability, the instruction and advice from the ふ江anagers of Care Suppo t
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Specialsts of Home Care Support Office,vho are working close to the■l are indispensable.
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key word:Managers of Care Suppott Specialists・Home Care Support Office・Care Support
Specialists
I.はじめに
介護保険制度は2000年の制度開始から,高齢者の
自立生活を支える重要な制度として発展してきた。介
護保険制度はこの間,直面する様々テょ‐課題に対応する
ため,その都度改正がなされてきた.
現在の課題は,いわゆる団塊の世代が75歳である
後期高齢者に達する「2025年」問題である。「2025年」
の高齢社会では,高齢者ケアニーズの増大,単独世
帯の増大,認知症を有する者の増加が想定される,そ
れらに対応するためには介護保険サービス,医療保険
サービスのみならず,見守りなどの生活支援や成年後
見等の権利擁護,住居の保障,低所得者への支援な
ど,様々 な支援が切れ目なく提供されなくてはならず,
そのため地域において包括的,継続的につないでいく
仕組み「地域包括ケアシステムJが不可欠となっている
(地域包括ケア研究会2013).
「地域包括ケアシステム」において介護支援専門員
は利用者支援の要であり,居宅介護支援事業所 (以
下,「居宅事業所J)に所属し利用者の支援に従事して
いる。
このように高まる期待が介護支援専門員に寄せられ
ている。しかし,介護支援専門員に対しては,アセスメ
ントが必ずしも十分でないといった課題やサービス担
当者会議における多職種協働が十分に機能していな
いといった課題が指摘されている(厚生労働省2013).
そのため,そのような介護支援専門員の指導的立場
として主任介護支援専門員が存在している。
そもそも,主任介護支援専門員は2006年に制度化さ
れ,当初は地域包括支援センターに配置されていた
(京都府介護支援専門員会2012)。なお,主任介護支
援専門員は地域包括支援センターにあ置であるが,
現在では「居宅事業所」に対する「特定事業所加算」の
導入とその要件緩和が相まって,「居宅事業所」に勤
務する主任介護支援専門員も増えた (武田2011:89-
93).
これにより「居宅事業所」の中で日常的に介護支援
専門員が主任介護支援専門員から指導・支援を受け
られる環境が整ってきたといえる (小松尾 2014:Al
All).
しかし,「居宅事業所」に対する「特定事業所加算」
の導入は「居宅事業所」に主任介護支援専門員がいる
ことで,質の高いケアマネジメントが提供されているこ
とへの評価であるとされているが,それに反し困難事
例に適切に対応できないケースや経験の浅い介護支
援専門員への指導が十分に行えないなど,主任介護
支援専門員としての役割が十分に果たせていないとい
う状況も見られている.
「居宅事業所Jにおける主任介護支援専門員に着目
した研究は多くはないが,吉田はスーパービジョン機
能に着目し,「居宅事業所」の主任介護支援専門員と
介護支援専門員の二者に対する調査を行っている(吉
田 2013:30-37).
ただ,主任介護支援専門員の役割はスーパービジ
ョン以外にも幅広いと考えられている。
「居宅事業所」に勤務する主任介護支援専門員が
急増する要因となった2009年4月の介護報酬改定前
の調査ではあるが,東京都社会福祉協議会センター
部会(東京都社会福祉協議会センター部会 2010)の調
査では, 自由記述の分析から「居宅事業所の主任介
護支援専門員への期待」として,16項目を抽出した上
で類似項目を4つに分類している。それぞれ 「事業所
内で活躍することJ,「事業所外で活躍すること」,「ス
キルを活かした対応」,「主任介護支援専門員の資
質」としている。
また,「主任介護支援専門員ハンドブックJによると,
「居宅事業所」の主任介護支援専門員の活動の主な
対象は「事業所内の介護支援専門員J,「日常圏域内
の介護支援専門員」とされており,「事業所内」「事業
所外 (地域)」 での支援が役割であるとされている(京
都府介護支援専門員会 2012).
楢木は「居宅事業所Jの主任介護支援専門員の地
域での役割について,主任介護支援専門員に対する
インタビュー調査を行い,地域での役割を「介護支援
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専門員支援J,「地域へのアプロー チ」,「主任介護支
援専門員のスキルアップの必要性」を指摘している(楢
木 2011:45-57).
今後,「地域包括ケアシステムJを構築していくため
には,「事業所外(地域)」での支援が重要となってくる。
高橋は,「地域包括ケアシステム」を構築するためには,
自助 (自助努力)・共助 (社会保険制度)。公助 (福祉
制度)では不十分で互助 (インフォー マルサポート)が
欠かせないと指摘している(高橋2013).
つまり,「地域包括ケアシステム」においてケアマネ
ジメントを展開するとこは,地域の中の資源を掘り起こし,
インフォー マルな社会資源を開発していくことが不可欠
である.
高橋が指摘する互助 (インフォー マルサポート)は個
別の利用者ごとに構築されなくてはならず,その利用者
ひとりひとりの支援に関わるのは,「居宅事業所」の介護
支援専門員である。これまで地域の介護支援専門員を
サポートする役割は,地域包括支援センターの主任介
護支援専門員が担ってきたが,「居宅事業所」に主任
介護支援専門員の配置が進む情況の下では,「居宅
事業所」の中で日常的に介護支援専門員が主任介護
支援専門員から指導。支援を受けられる体制が整備さ
れつつある。
地域包括ケアシステムの実現を見据えた場合,「居
宅事業所Jの主任介護支援専門員には,事業所内に
おける介護支援専門員へのケアプラン指導等に留まら
ず,「地域の社会資源開発」といった地域を対象とした
支援もその役割として求められるよう1こなってきた。
しかし,武田が実施した新潟県での主任介護支援
専門員を目指す介護支援専門員に対する調査の結果
では,主任介護支援専門員を目指す介護支援専門員
は「地域の社会資源開発」に対する力量不足を感じて
いると指摘している(武田 2015189-102).
なお,この調査は主任介護支援専門員として業務に
従事する前であり,業務に従事した後については不明
である。そのため本研究では同じ新潟県で 「居宅事業
所」に勤務する主任介護支援専門員を対象に調査を
行うこととし,あわせて主任介護支援専門員と業務を
共にする介護支援専門員に対しても調査を行った。
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H.研究目的
本研究は,「居宅事業所」の主任介護支援専門員
が果たす「事業所外(地域)」での役割,課題について,
主任介護支援専門員,介護支援専門員,二者の認識
を明らかにすることが目的である。
そのため「居宅事業所」の主任介護支援専門員,介
護支援専門員に対して「居宅介護支援事業所におけ
る主任介護支援専門員の役割」に関するアンケート調
査を実施した。
H.研究方法
1.調査方法
調査は,2011年12月31日現在で「特定事業所加
算」の届出を新潟県に行っている「居宅事業所」の主
任介護支援専門員,介護支援専門員を対象とした。
なお,「居宅事業所」には介護支援専門員の管理者,
主任介護支援専門員,複数の介護支援専門員が勤
務している場合もあるが,主任介護支援専門員,管理
者では
'ま
い介護支援専門員各 1名を回答対象者としたI
送付は「居宅事業所」の管理者に行い,回答者の選
任も管理者に依頼した。
1)調査期間
2012年2月～3月
2)調査対象
「特定事業所加算J届出の居宅事業所210ヶ所
(2011年12月31日現在)の主任介護支援専門
員,介護支援専門員(管理者兼務を除く)
3)回収方法
無記名・郵送法
4)調査内容
調査内容は,先行研究の「東京都社会福祉協
議会センター部会の調査」を参考に,「事業所
外 (地域)Jにおける主任介護支援専門員の役
割としての「重要度」を「大変重要であるJ～「重
要でない」(4件法)で質問し,実際にそれらが
機能しているかを判断するために「実現度」を
「よくできている」～「できていない」(4件法)で
質問した。
次に,「居宅事業所」における主任介護支援専門員
の「業務課題Jについて「よく当てはまるJ～「当てはまら
ない」(4件法)で質問した。
26 最新社会福祉学研究 第■号 2016
2.分析方法
回答者属性は単純集計を行った。及に,調査項目
の「重要度Jでは「大変重要であるJ,「実現度」では「よ
くできているJ,「業務課題」では「よく当てはまる」の回
答が最大値を取るように調整した。
その後,主任介護支援専門員,介護支援専門員の
属性を目的変数,それぞれの回答を説明変数としてウ
イルコクスンの順位和検定で分析した。集計分析には
SAS Institute」apan株式会社の統計ソフト「JMPll」を
用いた。
3.倫理的配慮
調査票は個人が特定されないように無記名方式とし
た。また,結果の公表などで回答者,所属機関が特定
されることはないことを調査依頼文に明記した。
主任介護支援専門員,介護支援専門員それぞれ別に
調査票を返送してもらい,その返送をもって同意とした,
Ⅳ.結果
1.回収率
調査票は210ヶ所に配布し,主任介護支援専門員
の有効回答は119名(56.60/0),介護支援専門員の有
効回答は98名(46.6%)であった。
2.回答者属性
回答者属性(表1～2)が示す通り,性別は主任介護
支援専門員が男性10名(8.40/0),女性109名(91.6%),
介護支援専門員が男性17名(17.3%),女性81名
(82.7%)で共に女性が多い。
年 齢 は主任 介護 支援 専 門員 が40～49歳50名
(42.0%),50～59歳 名(42.0%)が同数で,介護支
援専門員が40～49歳40名(40,80/0)で,ともに40歳以
上が最も多い。
介護支援専門員としての基礎資格では,主任介護
支援専門員が介護福祉士・ヘルパー64名(53.8%),
介護支援専門員が介護福祉士・ヘルパー77名
(78.6%)が最も多く,次に主任介護支援専門員では,
保健師・看護師・准看護師26名(21,8%),介護支援
専門員では社会福祉士・精神保健福祉士・社会福祉
主事11名(11,20/0)となっている。
次に勤務年数では,主任介護支援専門員に対して
は,主任介護支援専門員としての勤務年数,介護支
援専門員に対しては介護支援専門員としての勤務年
数をたずねた。
主任介護支援専門員としての勤務年数は,1年以上
～2年未満50名(42.0%)力留最も多く,介護支援専門
員としての動務年数では5年以上49名(50.0%)が最
も多かった。
事業所の運営主体は,主任介護支援専門員が社
会福祉法人 (社会福祉協議会を除く)61名(51.3%),
介護支援専門員も社会福祉法人 (社会福祉協議会を
除く)47名(48.00/0)で最も多かった。
表 1回答者属性-1
性別
主任介護支援専門員
(入)   (0/o)
10 84%
109 916'D
119 1000aど
(人) (。/o)
00%
介護支援専門員
(人   (。/o)
女性
男性
合計
17    173%
81    827%
98    1000%
年齢
～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上
50 420'0 40    4080`
16
50
0
3
134%
420年。
2500
(人)  (。/o)
1      109j
31     316%
24    24581
2     20%
合計 119
表2 回答者属性-2
介護支援専門員の基礎資格
社会福祉士 精神保健福祉土・社会福祉主事
主任介護支援専門員としての動務年数
「介護支援専門員」としての勤務年数
合計
主任介護支援専門員
(大)
介護支援専門員
(人)  (%)
100000 98   100000
(%)
(人)    (0/o)
(人)   (ワ6)
(人) (,0) (人)
その他の法人(社倒 財団 生協など)
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3.地域の介護支援専門員に対する事例検討会など,
スキルアップの支援
i重要度(表3)
「地域の介護支援専門員に対する事例検討会など,
スキルアップの支援」に対する重要度では,主任介護
支援専門員,介護支援専門員はともに,8割近くが「や
や重要」「大変重要」と回答している.
表3 地飯の介護支援専F]員に対する事例検討会など,
スキルアップの支援 (重要度)
重要でない
列の%
あまり重要でない
度数
列の%
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表5 地域の社会資源開発(重要度)
重要度 華でれ、 結   5碇  0慌4式
あまり重要でない
やや重要である
大変重要である
合計
介護支援専Fq員
??????
度 数
合計            217
S(順位スコアの和) Z(正規近似検定量) p値(PrOb〉ChSq)
大変重要である 所爾挽   37筑  49錯4越
舗  紬   IO∫慌  1謂1瀧
やや重要である
介護支援尊門員
S(順位スコアの和 ) Z(正規近似検定量)    p値(PrOb〉CttSq)
五実現度(表4)
「地域の介護支援専門員に対する事例検討会など,
スキルアップの支援」に対する実現度では,主任介護
支援専門員は8割が「あまりできていないJ51名
(46.6%),「できていない」44名(40.00/0)となっている。
それに対して介護支援専門員は「大体できている」36
名(41.9%)であり,主任介護支援専門員はこの項目に
対しては評価が低くなっている(p<.0001),
表4 地域の介護支援専門員に対する事例検討会など,
スキルアップの支援(実現度)
実現度 できn穂い 給   4試  2黙3成
あまりできH唸い 晟   4温  2翠a逮
大体できている 船   1誡  4試2怠
ぷできd嬌 給   3試  9式6檻
舘  継   1献  1献10よ設
五実現度(表6)
「地域の社会資源開発Jに対する実現度では,主任
介護支援専門員は9割が「できていない」58名
(52,7%),「あまりできていないJ47名(42.70/0)となって
いる。それに対して介護支援専門員は7割が「あまりで
きていない」40名(46.5%)「できていない」26名
(30.2%)であるが,「大体できている」15名(17.40/0)と
回答している。
主任介護支援専門員はこの項目に対しては評価が
低くなっている(p<,0001).
表6 地域の社会資源開発(実現度)
実現度 でき_穂ぃ 奸青挽   52武  3献42紙
あまりできていない 度致
列の%
??
合 計
大体できている
????よくできている
合計
度数
列の%
??
?
?
?
ウイルコクスンの順位和検定
順位和平均ランク
主任介護支援専門員
介護支援専門員
介護支援専門員       86        117407       11119,
合計           196
S(順位スコアの和 ) Z(正規近似検定二) p値(PrOb〉Cnsq)
4.地域の社会資源開発
i重要度(表5)
「地域の社会資源開発」に対する重要度では,主任
介護支援専門員,介護支援専門員はともに,8割近く
が「やや重要」「大変重要」と回答している。
Z(正規近似検定量) p値(PrOb〉ChSq)
5.介護保険事業所間の連携づくり
i重要度(表7)
「介護保険事業所間の連携づくりJに対する重要度
表7 介護保険事業所間の連携づくり(重要度)
あまり重要でれヽ 晟    7炭  ,揺7斌
やや重要である 船    ЫX  43観4忠
大変重要である 船    38鶴  48紙42試
舗  晟   1認  1謂i認
ウイルコクスンの順壺和検定
S(順位スコアの和)
平均ランク 順位和
介護支援専円貫
Z(正規近似検定二)S(順位スコ7の和)
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では,主任介護支援専門員,介護支援専門員はとも
に,9割近くが「やや重要」「大変重要」と回答している。
五実現度(表8)
「介護保険事業所間の連携づくり」に対する実現度
では,主任介護支援専門員は5割が「あまりできてい
ない」37名(33.60/0)「できていない」27名(24.50/0),と
なっている.それに対して介護支援専門員は5割が
「大体できている」37名(43.00/0),「よくできている」10
名(11.6%)と回答している。
主任介護支援専門員はこの項目に対しては評価が
低くなっている(p<,005).
表3 介護保険事業所間の連携づくり(実現度)
実現度 でき。嗜ぃ 給    24鼠  17掘顔無
あまりできて↓立ヽヽ 給    33話  27徹Ы監
大体できn嬌 晟    40紙  40紙莉批
Xでき4る 晟    1議  ii醍6指
舗  晟    i淑  1献1認
ウイルコクスンの順位和検定
N  平均ランク        層i位融
主任介護支援専門員      110          00895       99985
合 計
S(l瞑位スコアの和 ) Z(正規近似検定量) p値(PrOb〉ChS9)
6.「居宅事業所」における主任介護支援専門員の「業
務課題」
i事業所内において主任介護支援専門員の役割
が明確になっていない(表9)
「居宅事業所Jにおける主任介護支援専門員の「業
務課題」として,「主任介護支援専門員の役割が明確
になっていない」との質問に対して,主任介護支援専
門員の5割が「だいたい当てはまるJ46名(39,7%),
「よく当てはまる」16名(13.8%)と回答しているが,介護
支援専門員は「当てはまらないJ21名(22.8%),「あまり
表9 事業所内において主任介護支援専門員の役割が
明確になっていない
Z(正規近似検定量)
当てはまらないJ25名(27.2%),「だいたい当てはまる」
26名(28.3%),「よく当てはまる」20名(21.70/0)で,主
任介護支援専門員の多くが主任介護支援専門員の役
割が明確になっていないと考えているが,介護支援専
門員では回答が分かれた。
五担当利用者数が多く,他の介護支援専門員への
指導・助言を行う余裕がない(表10)
「居宅事業所」における主任介護支援専門員の「業
務課題」として,「担当利用者数が多く,他の介護支援
専門員への指導・助言を行う余裕がない」との質問に
対して,主任介護支援専門員の7割が「だいたい当て
はまる」44名(37.9%),「よく当てはまる」34名(29,30/0)
と回答している。介護支援専門員は「当てはまらないJ
26名(28.3%),「あまり当てはまらない」21名(22.8%),
「だいたい当てはまるJ23名(25,0%),「よく当てはまるJ
22名(23.9%)である。
主任介護支援専門員の多くは自身の担当業務が忙
しく他の介護支援専門員への指導・助言を行う余裕が
アまいと考えている(p<.001).
表10 担当利用者数が多く,他の介護支援専門員への
指導・助言を行う余裕がない
当卸よまられヽ 晟   1試   2慮 18碇
あまり当てはまらない 〕jの%
息北い当dよる 結   3想  25綴 3咸
よく当細まる 船   ?選  23& 2怠
度数           116          92    208
介護支援尊F号員
介護支援専門員
合計
S(順位スコアの和 ) Z(正規近似検定量) p値(,Юb〉ChSq)
V.考察
主任介護支援専門員の役割は「居宅事業所J内の
業務に限定されず,「事業所外(地域)Jにも及ぶことが
楢木の先行研究でも指摘されているが,今回の調査
においても主任介護支援専門員が同様に考えており,
この意識に地域差がないことが日月らかになった。
また,介護支援専門員についても,主任介護支援
専門員の「事業所外(地域)Jでの役割を重視している
ことが今回の調査で明らかになった。
主任介護支援専門貝が「事業所外 (地域)」での役
割とした「地域の介護支援専門員に対する事例検討会S(順位スコアの和 ) p値(PЮb〉Cnsq)
資料
など,スキルアップの支援」,「地域の社会資源開発」,
「介護保険事業所間の連携づくり」にそのスキルを発揮
することを介護支援専門員も求めている。それは地域
で利用者を支援していくうえで,主任介護支援専門員
による活動は介護支援専門員にとっても力強い支援で
あると言えるからだろう。
一方でそれぞれの「実現度」では,主任介護支援専
門員が概ね低い評価であったことに対して,介護支援
専門員は高評価となっていた。
主任介護支援専門員,介護支援専門員が何を基
準に評価しているのかが不明であるため,この点につ
いては今回の量的な調査では十分に明らかにできない
今後,インタビュー調査など質的な調査を用いた研
究で明らかにしたい課題である.
次に「居宅事業所」|こおける主任介護支援専門員の
「業務課題」では,主任介護支援専門員は主任介護
支援専門員の役割が不明確であると多くが回答してい
るが,介護支援専門員はそのような認識を強く持って
はいなかった。
「居宅事業所」に主任介護支援専門員がいることで,
「居宅事業所」は「特定事業所加算Jを算定することが
可能である。その際に求められる主任介護支援専門員
の役割はどの「居宅事業所Jでも共通であるが,それ
以外については「居宅事業所」が主任介護支援専門
員にどのような役割を担って欲しいかをどのように考え
ているかに影響される。そのため「居宅事業所」が加算
を重視し,主任介護支援専門員の役割を限定的に考
えていれば,「居宅事業所J内での役割が不明確にな
ってしまうことも考えられる.
この点は,「担当利用者数が多く,他の介護支援専
門員への指導・助言を行う余裕がないJへの回答でも
同じことがいえる。
つまり,「居宅事業所Jが主任介護支援専門員を「介
護支援専門員+αJという認識で,他の介護支援専門
員と同様に利用者を抱えたうえで「+α」として主任介
護支援専門員の役割を発揮すればよいと考えている
可能性もある.
主任介護支援専門員がその役割を十分に発揮する
ためにも,少なくとも加算を算定している「居宅事業所」
の主任介護支援専門員は,他の介護支援専門員より
担当利用者数の上限を少なくするなどの基準が必要
であるといえる。
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つまり,主任介護支援専門員の多くがこの二点の
「業務課題」について,問題があると認識しており何ら
かの対策が必要であるといえる。
Ⅵ.まとめ
「地域包括ケアシステムJでは,介護事業者,医療
機関など福祉,医療に関する専門的な機関との連携に
とどまらず,地域団体・住民などと連携を構築し支援体
制を作り出す取り組み必要であり,それは一般の介護
支援専門員にも要求されることになる。
介護支援専門員が地域と連携していくうえで課題に
直面した際には,以前であれば地域包括支援セン
ターの主任介護支援専門員に対して,指導・助言を求
めていた。
しかし,「居宅事業所」に主任介護支援専門員がい
ることで身近に相談が可能となりつつある。このことは
「居宅事業所」において問題解決がなされることを意味
しており,介護支援専門員の力量の向上が援助の実
践現場で行われ,その成果が個々の利用者に反映さ
れる形となり,「特定事業所加算Jが意図していた質の
高いケアマネジメントの提供につながってくるといえる。
さて,今回の研究では主任介護支援専門員が「事
業所外 (地域)Jを基盤に支援を展開しようとする認識
は明らかにできた。
今後はそれらがどのような形で実践されているのか,
具体的な事例について検証するフィー ルド調査が研究
課題である.
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